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（NSC ; 100-2313-B-002-033-MY3）の補助を受けた
ものである。また，Sophie Laplace 氏及び謝宜芳氏
（台湾大学）には作図に関してご協力をいただいた。
ここに記して感謝いたします。
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　同書の著者，高橋進氏は，環境庁（現環境省）自
然環境調査室長，JICAインドネシア生物多様性保
全プロジェクトリーダー，国立環境研究所環境情報
センター長など，生物多様性とその保全に対し行政
官として長く関わった経験を持つ。現在は，共栄大
学国際経営学部教授として，国際環境政策論（生物

多様性・保護地域），環境教育論を専門に教育・研
究に従事されている。同書は，著者がこれまでに執
筆して論文や著作をとりまとめたもので，学術専門
書としての内容も含みつつ大学生や一般の方にも理
解できるよう，平易に解説するとともに，物語性を
あわせもつものめざしたとのことである。
　同書では，生物多様性の保全と利用をめぐる国際
関係，また生物多様性保全を目的として設置された
保護地域をめぐる国際関係と国内問題から，生物多
様性に関する南北問題や国家政府と地域社会との対
立について，さらに様々な立場の関係者による協働
管理の変遷を踏まえ，今後の課題が論じられる。行
政官としての経験によるものか，複雑な問題が順を
追って整理される。ただし堅苦しいものになりがち
な，このような話題のそれぞれにおいて，著者が直
接に関わった経験が合わせて述べられ，著者が撮影
した写真が随所に挿入されているため，親しみやす
いものになっている。特に，インドネシアの生物多
様性保全と国立公園については，著者が JICAのプ
ロジェクトリーダーをしていたころから現在にいた
る四半世紀の変遷が感じられ，興味深かった。発展
途上国の生物多様性保全に関心をもつ方に一読をお
勧めしたい。
 （藤間　剛）
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